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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第88期
第２四半期
連結累計期間

第89期
第２四半期
連結累計期間

第88期

会計期間
自 2020年４月１日
至 2020年９月30日

自 2021年４月１日
至 2021年９月30日

自 2020年４月１日
至 2021年３月31日

売上高 (百万円) 53,709 56,773 112,055

経常利益 (百万円) 878 1,848 3,762

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(百万円) 496 1,189 2,665

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 725 1,360 3,096

純資産額 (百万円) 38,413 41,495 40,784

総資産額 (百万円) 103,667 102,597 103,913

１株当たり四半期(当期)
純利益

(円) 76.61 183.44 411.11

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 35.83 39.11 37.97

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 1,841 4,416 6,704

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △4,392 △2,076 △7,329

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 5,730 △3,360 3,787

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) 3,348 2,310 3,332
 

　

回次
第88期
第２四半期
連結会計期間

第89期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 2020年７月１日
至 2020年９月30日

自 2021年７月１日
至 2021年９月30日

１株当たり四半期純利益 (円) 62.22 50.32
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

４．「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を第１四半期連結会計期間の期

首から適用しており、当第２四半期連結累計期間及び当第２四半期連結会計期間に係る主要な経営指標等に

ついては、当該会計基準等を適用した後の指標等となっております。

 
２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

に重要な変更はありません。また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

 なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 財政状態及び経営成績の状況

(財政状態)

当第２四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末に比べ1,315百万円減少して102,597百万

円となりました。流動資産は同1,765百万円減少して20,276百万円、固定資産は同449百万円増加して82,321百万

円となりました。

流動資産減少の主な要因は、受取手形及び営業未収入金が1,149百万円減少したことなどであります。固定資産

増加の主な要因は、有形固定資産が284百万円増加したことなどであります。

負債合計は、前連結会計年度末に比べ2,026百万円減少して61,102百万円となりました。流動負債は同1,754百

万円減少して29,273百万円、固定負債は同272百万円減少して31,828百万円となりました。

リース債務を含む有利子負債は、前連結会計年度末に比べ3,029百万円減少して29,253百万円となりました。

純資産合計は、前連結会計年度末に比べ710百万円増加して41,495百万円となりました。これは、主として利益

剰余金が545百万円増加したことなどによります。

この結果、自己資本比率は、前連結会計年度末の37.97％から39.11％となりました。

 
(経営成績)

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症に対するワクチン接種が進み、

個人消費が伸びることによる景気の改善が期待されましたが、国内過半数以上の都道府県を対象とした緊急事態

宣言やまん延防止等重点措置をはじめとする感染防止対策が繰り返し発出されるなど、経営環境は依然として厳

しい状況で推移いたしました。

物流業界においては、貨物取扱量は回復傾向にはあるものの、半導体の供給不足により工業製品の出荷量は低

位で推移し、また食料品や家電製品も昨年のコロナ特需の反動から一部低迷するなど、コロナ禍以前の水準に戻

るまでには至りませんでした。

このような状況の中、当社グループは、本年度より「Connect、Support & Innovate」のスローガンのもと「名

鉄運輸グループ中期経営計画2023」をスタートさせ、当社の主力である特積事業と区域、倉庫事業などとの融合

やDX化を推進するほか、ESG／SDGｓを重視した経営により社会的責任を果たし、持続的な成長へ繋げるよう努め

ております。

また、物流というライフラインを守るため、感染予防対策を講じ、お客様、従業員及びその家族のほか、当社

に関係される全ての皆様の健康と安全を第一に、お客様からの輸送需要に応えてまいりました。

当社では、４月には野田支店においてホーム延長をしたことにより業務の効率化を進め、８月には埼玉物流セ

ンターを移転させ春日部流通センターとして開業するなど、働きやすい職場環境づくりと、お客様の利便性向上

を図りました。

以上の結果、当社グループの当第２四半期連結累計期間における業績は、貨物取扱量の増加により、売上高は

前年同期比5.7％増の56,773百万円、営業利益は同118.3％増の1,769百万円、経常利益は同110.4％増の1,848百万

円、親会社株主に帰属する四半期純利益については、同139.4％増の1,189百万円となりました。
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(2) キャッシュ・フローの状況

「営業活動によるキャッシュ・フロー」は、税金等調整前四半期純利益の増加などにより、前年同期に比べ

2,574百万円増加し、4,416百万円の収入超過となりました。

「投資活動によるキャッシュ・フロー」は、有形固定資産の取得による支出が減少したことなどにより、前年

同期に比べ2,315百万円増加し、2,076百万円の支出超過となりました。

「財務活動によるキャッシュ・フロー」は、短期借入金の返済などにより、前年同期に比べ9,091百万円減少

し、3,360百万円の支出超過となりました。

これらの結果、当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度末に比べ

1,021百万円減少し、2,310百万円となりました。

 
３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 26,037,000

計 26,037,000
 

 
② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(2021年９月30日)

提出日現在発行数(株)
(2021年11月８日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 6,509,301 6,509,301
名古屋証券取引所
（市場第二部）

単元株式数は100株
であります。

計 6,509,301 6,509,301 ― ―
 

 
(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

　　　　 該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

　      該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　     該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

2021年７月１日～
2021年９月30日

― 6,509 ― 2,065 ― 4,497
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(5) 【大株主の状況】

2021年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式(自己株式を
除く。)の総数に対する
所有株式数の割合(％)

名古屋鉄道㈱ 名古屋市中村区名駅一丁目２番４号 3,312 51.09

日本通運㈱ 東京都港区東新橋一丁目９番３号 1,301 20.08

MSIP CLIENT SECURITIES（常任
代理人　モルガン・スタンレー
MUFG証券㈱）

25 CABOT SQUARE, CANARY WHARF, LONDON
E14 4QA, U.K.（東京都千代田区大手町一
丁目９番７号 大手町フィナンシャルシ
ティ サウスタワー）

178 2.75

CGML PB CLIENT ACCOUNT /
COLLATERAL（ 常 任 代 理 人 　シ
ティバンク、エヌ・エイ東京支
店）

CITIGROUP CENTRE, CANADA SQUARE,
CANARY WHARF, LONDON E14 5LB（東京都
新宿区新宿六丁目27番30号）

117 1.82

名鉄運輸従業員持株会 名古屋市東区葵二丁目12番８号 114 1.77

第一生命保険㈱ 東京都千代田区有楽町一丁目13番１号 106 1.64

三菱ふそうトラック・バス㈱ 川崎市中原区大倉町10番地 98 1.51

㈱日本カストディ銀行(信託口) 東京都中央区晴海一丁目８番12号 92 1.42

日本生命保険(相) 東京都千代田区丸の内一丁目６番６号 84 1.31

名鉄運輸協力会 名古屋市東区葵二丁目12番８号 80 1.24

計 ― 5,486 84.63
 

(注)2019年12月６日付で公衆の縦覧に供されている大量保有報告書（特例対象株券等） において、シンプレクス・

   アセット・マネジメント株式会社が2019年11月29日現在で以下の株式を所有している旨が記載されているものの、

   当社として2021年９月30日現在における実質所有株式数の確認ができませんので、上記大株主の状況には含めて

   おりません。

     なお、その大量保有報告書（特例対象株券等）の内容は次のとおりであります。

      大量保有者            シンプレクス・アセット・マネジメント株式会社

      住所                  東京都千代田区丸の内一丁目５番１号

      保有株券等の数        332,900

      株券等保有割合        5.11％

 
(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

2021年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

普通株式 26,800
 

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 6,466,100
 

64,661 ―

単元未満株式 普通株式 16,401
 

― ―

発行済株式総数 6,509,301 ― ―

総株主の議決権 ― 64,661 ―
 

(注) 「単元未満株式」欄の普通株式には、当社保有の自己株式9株が含まれております。
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② 【自己株式等】

  2021年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
名鉄運輸㈱

名古屋市東区葵二丁目12
番８号

26,800 ― 26,800 0.41

計 ― 26,800 ― 26,800 0.41
 

 

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間において役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(2021年７月１日から2021年

９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(2021年４月１日から2021年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表につ

いて、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 3,376 2,354

  受取手形及び営業未収入金 15,998 14,849

  電子記録債権 1,320 1,587

  商品及び製品 4 5

  仕掛品 2 37

  貯蔵品 219 247

  その他 1,123 1,199

  貸倒引当金 △5 △5

  流動資産合計 22,042 20,276

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物 42,821 43,328

    減価償却累計額 △27,342 △27,889

    建物及び構築物（純額） 15,478 15,438

   機械装置及び運搬具 44,243 45,778

    減価償却累計額 △25,376 △26,050

    機械装置及び運搬具（純額） 18,867 19,728

   土地 37,579 37,580

   リース資産 687 687

    減価償却累計額 △560 △591

    リース資産（純額） 126 95

   建設仮勘定 494 40

   その他 3,378 3,462

    減価償却累計額 △2,779 △2,917

    その他（純額） 598 545

   有形固定資産合計 73,144 73,428

  無形固定資産   

   ソフトウエア 539 459

   その他 353 348

   無形固定資産合計 892 808

  投資その他の資産   

   投資有価証券 2,129 2,267

   長期貸付金 64 58

   繰延税金資産 3,102 3,152

   その他 2,584 2,650

   貸倒引当金 △46 △45

   投資その他の資産合計 7,834 8,083

  固定資産合計 81,871 82,321

 資産合計 103,913 102,597
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び営業未払金 6,782 6,610

  電子記録債務 3,398 3,486

  短期借入金 11,860 9,145

  1年内返済予定の長期借入金 572 572

  リース債務 48 30

  未払法人税等 820 739

  賞与引当金 600 657

  整理損失引当金 108 ―

  その他 6,836 8,030

  流動負債合計 31,028 29,273

 固定負債   

  長期借入金 19,761 19,475

  リース債務 40 29

  繰延税金負債 252 242

  役員退職慰労引当金 205 157

  退職給付に係る負債 8,692 8,705

  資産除去債務 752 751

  再評価に係る繰延税金負債 2,034 2,034

  その他 360 431

  固定負債合計 32,100 31,828

 負債合計 63,128 61,102

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 2,065 2,065

  資本剰余金 6,034 6,034

  利益剰余金 27,692 28,237

  自己株式 △31 △31

  株主資本合計 35,761 36,306

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 622 709

  土地再評価差額金 3,230 3,230

  退職給付に係る調整累計額 △160 △121

  その他の包括利益累計額合計 3,691 3,818

 非支配株主持分 1,331 1,370

 純資産合計 40,784 41,495

負債純資産合計 103,913 102,597
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

売上高 53,709 56,773

売上原価 50,306 52,452

売上総利益 3,403 4,321

販売費及び一般管理費   

 人件費 1,532 1,525

 施設使用料 257 277

 その他 802 749

 販売費及び一般管理費合計 2,593 2,552

営業利益 810 1,769

営業外収益   

 受取利息 0 0

 受取配当金 43 42

 持分法による投資利益 4 6

 受取手数料 20 20

 その他 65 61

 営業外収益合計 134 131

営業外費用   

 支払利息 51 50

 その他 14 1

 営業外費用合計 66 52

経常利益 878 1,848

特別利益   

 固定資産売却益 212 138

 その他 3 ―

 特別利益合計 215 138

特別損失   

 固定資産処分損 18 31

 その他 0 ―

 特別損失合計 18 31

税金等調整前四半期純利益 1,075 1,955

法人税、住民税及び事業税 591 687

法人税等調整額 △64 34

法人税等合計 527 721

四半期純利益 548 1,233

非支配株主に帰属する四半期純利益 51 43

親会社株主に帰属する四半期純利益 496 1,189
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

四半期純利益 548 1,233

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 119 86

 退職給付に係る調整額 57 40

 その他の包括利益合計 176 127

四半期包括利益 725 1,360

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 668 1,315

 非支配株主に係る四半期包括利益 56 44
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 1,075 1,955

 減価償却費 2,553 2,664

 貸倒引当金の増減額（△は減少） △7 △1

 賞与引当金の増減額（△は減少） 71 56

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 183 72

 受取利息及び受取配当金 △43 △43

 支払利息 51 50

 持分法による投資損益（△は益） △4 △6

 固定資産除却損 4 8

 固定資産売却損益（△は益） △205 △128

 売上債権の増減額（△は増加） 1,065 882

 仕入債務の増減額（△は減少） △955 △83

 その他 △598 △426

 小計 3,190 5,001

 利息及び配当金の受取額 45 45

 利息の支払額 △50 △51

 法人税等の支払額 △1,343 △580

 営業活動によるキャッシュ・フロー 1,841 4,416

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形固定資産の取得による支出 △5,795 △2,103

 有形固定資産の売却による収入 1,534 143

 無形固定資産の取得による支出 △70 △24

 投資有価証券の取得による支出 △7 △8

 その他 △53 △84

 投資活動によるキャッシュ・フロー △4,392 △2,076

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） 4,979 △2,714

 長期借入れによる収入 1,489 ―

 長期借入金の返済による支出 △361 △287

 リース債務の返済による支出 △47 △29

 自己株式の取得による支出 △0 △0

 配当金の支払額 △324 △324

 非支配株主への配当金の支払額 △5 △5

 財務活動によるキャッシュ・フロー 5,730 △3,360

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 3,178 △1,021

現金及び現金同等物の期首残高 170 3,332

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１  3,348 ※１  2,310
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。

　

(会計方針の変更)

 「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、当社グループでは従来、荷主より運送を受託した時点で収益を認

識していた取引を、配達完了時点を履行義務の充足した時として収益を認識する方法に変更しております。

「収益認識に関する会計基準」等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取り

扱いに従い、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１

四半期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。この結

果、利益剰余金の当期首残高は、319百万円減少しております。

なお、当該会計基準の適用により、当第２四半期連結累計期間の四半期連結財務諸表に与える影響額は、軽微で

あります。

また、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号　2020年３月31日）第28-15項に定める経過的

な取り扱いに従って、前第２四半期連結累計期間に係る顧客との契約から生じる収益を分解した情報を記載してお

りません。

 
(追加情報)

(新型コロナウイルス感染症の影響に関する会計上の見積り)

新型コロナウイルス感染症の影響について、今後の収束時期等は依然として不透明な状況が続いておりますが、

当社グループの業績に与える影響については、本年度よりスタートした新中期経営計画では、2021～2023年度をコ

ロナ禍からの回復期と位置付けており、2023年度に概ね2019年度と同等の水準に達することを目標としておりま

す。従って、本年度では当社グループの業績は一定の回復が見込まれるという仮定のもとで、固定資産の減損にお

ける将来キャッシュ・フローや繰延税金資産の回収可能性等の会計上の見積りを行っております。

 
(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のと

おりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
至 2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
至 2021年９月30日)

 現金及び預金勘定 3,393百万円 2,354百万円

 預入期間が３か月を超える定期預金 △44 〃 △44 〃

 現金及び現金同等物 3,348百万円 2,310百万円
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(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自 2020年４月１日 至 2020年９月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年６月24日
定時株主総会

普通株式 324 50.00 2020年３月31日 2020年６月25日 利益剰余金
 

 
２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。

 

当第２四半期連結累計期間(自 2021年４月１日 至 2021年９月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2021年６月24日
定時株主総会

普通株式 324 50.00 2021年３月31日 2021年６月25日 利益剰余金
 

 
２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。

 

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第２四半期連結累計期間(自 2020年４月１日 至 2020年９月30日)及び当第２四半期連結累計期間(自 2021

年４月１日 至 2021年９月30日)

当社グループは、「物流関連事業」の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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(収益認識関係)

 
顧客との契約から生じる収益を分解した情報

 
当第２四半期連結累計期間　(自　2021年４月１日　至　2021年９月30日)

 
区分 金額(百万円) 構成比(％)

東部地域 16,191 28.5

中部地域 22,190 39.1

西部地域 18,391 32.4

外部顧客への売上高 56,773 100.0
 

（注）東部地域…北海道、東北、北関東、東京、南関東

　　　中部地域…東海、北陸、甲信越

　　　西部地域…近畿、中国、四国、九州

 
(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
至 2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
至 2021年９月30日)

   １株当たり四半期純利益 76円61銭 183円44銭

    (算定上の基礎)   

   親会社株主に帰属する四半期純利益(百万円) 496 1,189

    普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益(百万円)

496 1,189

   普通株式の期中平均株式数(千株) 6,482 6,482
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 
２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
　

2021年11月４日

名鉄運輸株式会社

取締役会  御中

 

有限責任 あずさ監査法人
 

名古屋事務所
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 鈴 木   賢　次  

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 馬 渕   宣 考  

 

　

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている名鉄運輸株式会

社の2021年４月１日から2022年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（2021年７月１日から2021年９

月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2021年４月１日から2021年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、す

なわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー

計算書及び注記について四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、名鉄運輸株式会社及び連結子会社の2021年９月30日現在の財政状

態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示してい

ないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 
監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立

しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠

を入手したと判断している。

 
四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

 経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて

継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。
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四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施さ

れる年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められない

かどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書に

おいて四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注

記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められてい

る。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企

業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成

基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財

務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信

じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監

査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要

な発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガー

ドを講じている場合はその内容について報告を行う。

 
利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 
以 上

　

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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